
平成 25年度 RICC 利用報告書 

課題名（タイトル）： 

格子ゲージ理論に基づくハドロン物理学の非摂動的解析 

 

利用者氏名： ○山本 新 

 

所属： 和光研究所 仁科加速器研究センター 理論研究部門 初田量子ハドロン物理学研究室 

 

１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

 

ハドロン物理学における多くの現象は、ハドロン

物理学を支配している量子色力学の強相関性の

ために、摂動論的解析が困難である。この困難の

ために、ハドロン物理学の研究では、コンピュー

タを用いた数値計算が多く用いられる。特に、「格

子ゲージ理論」の数値シミュレーションは、量子

色力学に基づいた厳密解析が可能であるため、こ

の分野では精力的に研究が行われている。本課題

では、格子ゲージ理論を用いて、ハドロン物理学、

特に、極限状況下でハドロンや量子色力学の性質

を解析した。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

 

本年度は、主に「回転座標系における格子ゲージ

理論」を行った。通常の格子ゲージ理論は、平坦

な時空の上で定式化されるが、これを曲がった時

空の場合に拡張することにより、回転座標系にお

ける格子ゲージ理論を考案した。考案した方法を

プログラムに実装し、モンテカルロシミュレーシ

ョンによって物理量を計算した。 

 

３． 結果 

 

考案した方法を用いて、量子色力学真空中の粒子

の角運動量の計算を行った。計算結果から、この

方法がハドロン物理学における回転現象の研究

に有効であることを示した。 

 

４． まとめ 

 

回転座標系における格子ゲージ理論を考案し、回

転現象の解析におけるその有効性を確認した。 

５． 今後の計画・展望 

 

本研究の今後の発展としては、非中心重イオン衝

突実験や自転する高密度天体への現象論的応用

が考えられる。 
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